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今号の表紙 イラスト　北斎図

瀬谷 昌男 ［Masao Seya］

東京都渋谷区原宿生まれ。浮世絵風の

ユニークで癒やし系の作品を生み出し

ているイラストレーター

葛飾北斎は、晩年に「画狂老人卍」などと真面目にふ

ざけた名前を名乗っていた。卍とは仏教で喜び（吉祥）

を表す形。描く喜びをこの歳に感じ、「わしはまだま

だ進化して究めるぞ」と、富士を超えて昇る龍に、天

を目指す自身を投影していたのではないかと言われ

ている。今号の表紙は、上吊式引戸金具の「ソフトク

ローズ」。閉まる手前で緩やかになる戸の隙間を抜け

る北斎の龍とした。

アイスクリームを食べる上での圧倒的な口当たりの良さを追求した、

純チタン製のスプーン。

アイスクリームをすくう際に、自然と持ちやすく、食べやすいと感じ

る角度や厚み、幅にもこだわって作られています。また、チタンは冷

たいものとの凝着性が低いため、口の中に含んだアイスがほどける

ようにスッと離れていくという特徴を持ち、すくう、口に運ぶ、そし

てスプーンを抜く余韻に至るまでデザインされた贅沢な逸品です。

もちろん、見た目にも美しい。鏡面になるまで、プロの研磨職人が一つ

ひとつ磨き上げています。器にそっと添えるだけで、空気が凛と引き

締まるような佇まいです。

6 Titanium Spoon For Ice Cream
　　チタン製アイスクリームスプーン

巻末のハガキ・FAXまたはホームページの
アンケートにお答えいただいた方のなかから抽選で
3名様にプレゼントいたします。

締め切り　2018年10月31日（水）

職人・金属・手しごとをキーワードに、

こだわりのアイテムを取り揃えています。

どうぞお気軽にお立ち寄りください。

読者プレゼント

［サイズ］　約 120×25×6 mm　［材質］　チタン100％　［販売価格］　7,800円＋消費税

4当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます

ギャラリーショップKANAGU

サーフボードシェイパー 阿部 博さん

そっくり地蔵はライバル同士

自分の家を上から見ると新たな発見がある

アトム的金物川柳

ひもなす

静岡県熱海市　起雲閣

アトムリビンテックって、どんな会社 ? 8

SYOKU-YABO農園
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取材・文　倉田ひさし　撮影　吉田周平アテナ（Athena）とは知恵、芸術、工芸をつかさどるギリシャ神話に登場する女神

─

　海
と
波
を
知
れ

　─

　レ
ジ
ェ
ン
ド
、
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　古
希
を
前
に
、
い
ま
な
お
現
役
の
サ
ー
フ
ァ

ー
に
し
て
、伝
説
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
シ
ェ
イ
パ
ー
。

　海
の
青
に
壁
を
塗
っ
た
工
房
で
シ
ェ
イ
プ
作

業
が
始
ま
っ
た
。
ボ
ー
ド
の
素
材
は
ウ
レ
タ
ン

フ
ォ
ー
ム
。
鉛
筆
で
描
い
た
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、

余
分
な
部
分
を
切
り
落
と
す
。
さ
ら
に
ハ
ン
ド

プ
レ
ー
ナ
ー
（
電
動
か
ん
な
）
で
ウ
レ
タ
ン
を

削
り
、
ボ
ー
ド
の
反
り
や
ラ
ウ
ン
ド
（
丸
み
）

を
出
し
て
い
く
。
動
き
は
流
れ
る
よ
う
に
素
早

い
。「
一
気
に
や
る
。
勢
い
が
大
事
」

　こ
の
作
業
で
ボ
ー
ド
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
決

ま
る
。「
ど
ん
な
形
に
仕
上
げ
る
か
、
海
の
こ
と

波
の
こ
と
を
知
り
つ
く
し
て
い
な
け
れ
ば
で
き

な
い
」。
そ
れ
は
波
乗
り
を
愛
し
、
ボ
ー
ド
づ
く

り
の
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
者
に
し
か
分
か

ら
な
い
感
覚
。
シ
ェ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
サ
ー
フ

ボ
ー
ド
に
命
が
宿
る
の
だ
。

─

　一
冊
の
週
刊
誌

　─

　サ
ー
フ
ィ
ン
と
の
出
合
い
は
十
四
歳
の
夏
。

　東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
た
一
九
六
四

年
。
創
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
男
性
向
け
週
刊
誌

『
平
凡
パ
ン
チ
』
に
ハ
ワ
イ
の
サ
ー
フ
ァ
ー
の
写

真
が
載
っ
た
。「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
を
背
景

に
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
抱
え
た
白
人
男
性
が
立
っ

て
い
た
。
こ
の
ボ
ー
ド
で
波
に
乗
る
ん
だ
、
と
」

　鎌
倉
の
海
で
育
ち
、
波
と
遊
ぶ
毎
日
だ
っ
た

が
、
本
格
的
に
サ
ー
フ
ィ
ン
情
報
を
知
っ
た
の

は
初
め
て
。
一
瞬
で
魅
せ
ら
れ
、
手
探
り
で
サ

ー
フ
ボ
ー
ド
づ
く
り
に
挑
ん
だ
。
写
真
を
参
考

に
大
ま
か
な
サ
イ
ズ
を
決
め
、
木
で
骨
組
み
を

つ
く
っ
た
。
そ
こ
に
ベ
ニ
ヤ
板
を
張
り
つ
け
、

ペ
ン
キ
を
塗
っ
て
仕
上
げ
た
。

　手
づ
く
り
ボ
ー
ド
に
よ
る
波
乗
り
は
、
か
つ

て
な
い
至
福
を
も
た
ら
し
た
。
ハ
ワ
イ
の
光
景

が
目
の
前
を
よ
ぎ
っ
た
。
だ
が
、
二
十
分
も
す

る
と
中
に
海
水
が
溜
ま
っ
て
く
る
。「
水
抜
き
用

に
湯
タ
ン
ポ
の
栓
を
ボ
ー
ド
に
く
っ
つ
け
た
」。

少
年
な
が
ら
も
渾
身
の
ア
イ
デ
ア
。「
い
い
波
に

乗
り
、
い
い
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
に
は
、
い
い

ボ
ー
ド
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば…

」

　サ
ー
フ
ボ
ー
ド
シ
ェ
イ
パ
ー
へ
の
道
は
、
こ

の
と
き
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
だ
っ
た
。

─

　世
界
で
一
本
だ
け

　─

　サ
ー
フ
ィ
ン
に
恋
し
た
中
学
生
の
少
年
は
、

や
が
て
大
学
生
と
な
る
。

　学
校
へ
は
通
っ
た
が
、
サ
ー
フ
ィ
ン
へ
の
想

い
が
高
じ
て
、
わ
ず
か
三
か
月
で
中
退
。
ア
ル

バ
イ
ト
し
て
い
た
神
田
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
メ
ー

カ
ー
に
就
職
す
る
も
の
の
「
波
の
い
い
日
に
乗

れ
な
い
な
ん
て
、
会
社
に
行
く
時
間
が
も
っ
た

い
な
い
」。
独
立
を
決
意
し
、サ
ー
フ
ァ
ー
仲
間

と
地
元
鎌
倉
で
会
社
を
起
ち
上
げ
た
。
だ
が
一

年
後
、
火
の
不
始
末
で
工
場
が
爆
発
・
炎
上
す

る
災
難
に
。
仲
間
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
が
、

う
に
波
乗
り
し
た
い
と
桐
箪
笥
と
ダ
ン
ス
に
掛

け「K
IR

I D
A

N
C

E

」
と
命
名
。
で
き
た
ば
か

り
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
で
鎌
倉
・
七
里
ヶ
浜
の
海

に
出
た
。

　軽
や
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
ボ
ー
ド
が
回
る
。「
波

の
力
に
桐
が
し
な
や
か
に
反
応
し
て
く
れ
る
。

乗
り
心
地
が
ま
っ
た
く
違
う
」。
そ
れ
に
驚
き
感

動
し
た
。
十
四
歳
の
と
き
に
初
め
て
つ
く
っ
た

木
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
。
想
い
は
、
そ
の
原
点
に

戻
っ
た
。

「
こ
れ
も
運
命
だ
な
」

　桐
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
は
、華
麗
に
波
に
舞
っ
た
。

a t h e n a’ s  t o o l  b o x

H I R O S H I  A B E

アテナの道具箱波と桐

阿部 博

vol.VII

1949年神奈川県鎌倉市生まれ。14歳でサーフィンを始めた日本のサー
フィン黎明期のルーツ的存在。映画『稲村ジェーン』のモデルでもある。
18歳で仲間とサーフブランド「キティ・サーフ」を起業。その後、新会社
「ドロップアウト」を経て、2005年に独自ブランド「Abe Shape &  

Design」を設立。鎌倉市坂ノ下でサーフショップ「GREMMIE SURF  

CLUB」を経営している。

サーフボードシェイパー

再
起
を
か
け
て
友
人
と
新
会
社
を
設
立
。
以
来
、

長
年
に
わ
た
り
ヘ
ッ
ド
・
シ
ェ
イ
パ
ー
と
し
て

数
多
く
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
サ
ー
フ
ァ
ー
を
育
て

あ
げ
た
。

　そ
の
間
、
ボ
ー
ド
の
素
材
は
木
材
か
ら
ウ
レ

タ
ン
、
発
泡
フ
ォ
ー
ム
へ
と
進
化
や
変
化
を
遂

げ
る
。
ボ
ー
ド
づ
く
り
も
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
か
ら

マ
シ
ン
メ
イ
ド
の
大
量
生
産
の
時
代
へ
。「
で
も

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
は
、
サ
ー
フ
ァ
ー
一
人
ひ
と
り

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
。
マ
シ
ン
に
は
で
き

な
い
世
界
で
一
本
だ
け
の
ボ
ー
ド
」

　あ
く
ま
で
も
手
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、
こ
れ

ま
で
二
万
本
以
上
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
世
に
送

り
出
し
て
き
た
。

─

　桐
の
美
と
可
能
性

　─

　二
〇
〇
八
年
の
あ
る
日
。
桐
で
サ
ー
フ
ボ
ー

ド
が
で
き
な
い
か
と
い
う
オ
フ
ァ
ー
が
き
た
。

　最
高
級
の
桐
箪
笥
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る

福
島
県
大
沼
郡
三
島
町
。
過
疎
と
後
継
者
不
足

で
衰
退
し
つ
つ
あ
る
職
人
の
技
を
、
サ
ー
フ
ボ

ー
ド
づ
く
り
で
再
興
さ
せ
た
い
と
い
う
。「
桐
は

軽
く
熱
に
強
く
水
に
も
強
い
。
木
目
も
美
し
く

サ
ー
フ
ボ
ー
ド
に
ぴ
っ
た
り
」。
現
地
に
行
き
桐

と
い
う
素
材
の
可
能
性
を
再
認
識
し
た
。

　だ
が
箪
笥
は
直
線
、
ボ
ー
ド
は
曲
線
。
異
業

種
の
「
山
の
職
人
」
と
「
海
の
職
人
」
が
意
見

を
ぶ
つ
け
合
い
、
暗
中
模
索
の
共
同
作
業
が
つ

づ
い
た
。
完
成
し
た
の
は
三
か
月
後
。
踊
る
よ

34
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ド
に
命
が
宿
る
の
だ
。

─

　一
冊
の
週
刊
誌

　─

　サ
ー
フ
ィ
ン
と
の
出
合
い
は
十
四
歳
の
夏
。

　東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
た
一
九
六
四

年
。
創
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
男
性
向
け
週
刊
誌

『
平
凡
パ
ン
チ
』
に
ハ
ワ
イ
の
サ
ー
フ
ァ
ー
の
写

真
が
載
っ
た
。「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
を
背
景

に
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
抱
え
た
白
人
男
性
が
立
っ

て
い
た
。
こ
の
ボ
ー
ド
で
波
に
乗
る
ん
だ
、
と
」

　鎌
倉
の
海
で
育
ち
、
波
と
遊
ぶ
毎
日
だ
っ
た

が
、
本
格
的
に
サ
ー
フ
ィ
ン
情
報
を
知
っ
た
の

は
初
め
て
。
一
瞬
で
魅
せ
ら
れ
、
手
探
り
で
サ

ー
フ
ボ
ー
ド
づ
く
り
に
挑
ん
だ
。
写
真
を
参
考

に
大
ま
か
な
サ
イ
ズ
を
決
め
、
木
で
骨
組
み
を

つ
く
っ
た
。
そ
こ
に
ベ
ニ
ヤ
板
を
張
り
つ
け
、

ペ
ン
キ
を
塗
っ
て
仕
上
げ
た
。

　手
づ
く
り
ボ
ー
ド
に
よ
る
波
乗
り
は
、
か
つ

て
な
い
至
福
を
も
た
ら
し
た
。
ハ
ワ
イ
の
光
景

が
目
の
前
を
よ
ぎ
っ
た
。
だ
が
、
二
十
分
も
す

る
と
中
に
海
水
が
溜
ま
っ
て
く
る
。「
水
抜
き
用

に
湯
タ
ン
ポ
の
栓
を
ボ
ー
ド
に
く
っ
つ
け
た
」。

少
年
な
が
ら
も
渾
身
の
ア
イ
デ
ア
。「
い
い
波
に

乗
り
、
い
い
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
に
は
、
い
い

ボ
ー
ド
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば…

」

　サ
ー
フ
ボ
ー
ド
シ
ェ
イ
パ
ー
へ
の
道
は
、
こ

の
と
き
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
だ
っ
た
。

─

　世
界
で
一
本
だ
け

　─

　サ
ー
フ
ィ
ン
に
恋
し
た
中
学
生
の
少
年
は
、

や
が
て
大
学
生
と
な
る
。

　学
校
へ
は
通
っ
た
が
、
サ
ー
フ
ィ
ン
へ
の
想

い
が
高
じ
て
、
わ
ず
か
三
か
月
で
中
退
。
ア
ル

バ
イ
ト
し
て
い
た
神
田
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
メ
ー

カ
ー
に
就
職
す
る
も
の
の
「
波
の
い
い
日
に
乗

れ
な
い
な
ん
て
、
会
社
に
行
く
時
間
が
も
っ
た

い
な
い
」。
独
立
を
決
意
し
、サ
ー
フ
ァ
ー
仲
間

と
地
元
鎌
倉
で
会
社
を
起
ち
上
げ
た
。
だ
が
一

年
後
、
火
の
不
始
末
で
工
場
が
爆
発
・
炎
上
す

る
災
難
に
。
仲
間
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
が
、

う
に
波
乗
り
し
た
い
と
桐
箪
笥
と
ダ
ン
ス
に
掛

け「K
IR

I D
A

N
C

E

」
と
命
名
。
で
き
た
ば
か

り
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
で
鎌
倉
・
七
里
ヶ
浜
の
海

に
出
た
。

　軽
や
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
ボ
ー
ド
が
回
る
。「
波

の
力
に
桐
が
し
な
や
か
に
反
応
し
て
く
れ
る
。

乗
り
心
地
が
ま
っ
た
く
違
う
」。
そ
れ
に
驚
き
感

動
し
た
。
十
四
歳
の
と
き
に
初
め
て
つ
く
っ
た

木
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
。
想
い
は
、
そ
の
原
点
に

戻
っ
た
。

「
こ
れ
も
運
命
だ
な
」

　桐
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
は
、華
麗
に
波
に
舞
っ
た
。

a t h e n a’ s  t o o l  b o x

H I R O S H I  A B E

アテナの道具箱波と桐

阿部 博

vol.VII

1949年神奈川県鎌倉市生まれ。14歳でサーフィンを始めた日本のサー
フィン黎明期のルーツ的存在。映画『稲村ジェーン』のモデルでもある。
18歳で仲間とサーフブランド「キティ・サーフ」を起業。その後、新会社
「ドロップアウト」を経て、2005年に独自ブランド「Abe Shape &  

Design」を設立。鎌倉市坂ノ下でサーフショップ「GREMMIE SURF  

CLUB」を経営している。

サーフボードシェイパー

再
起
を
か
け
て
友
人
と
新
会
社
を
設
立
。
以
来
、

長
年
に
わ
た
り
ヘ
ッ
ド
・
シ
ェ
イ
パ
ー
と
し
て

数
多
く
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
サ
ー
フ
ァ
ー
を
育
て

あ
げ
た
。

　そ
の
間
、
ボ
ー
ド
の
素
材
は
木
材
か
ら
ウ
レ

タ
ン
、
発
泡
フ
ォ
ー
ム
へ
と
進
化
や
変
化
を
遂

げ
る
。
ボ
ー
ド
づ
く
り
も
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
か
ら

マ
シ
ン
メ
イ
ド
の
大
量
生
産
の
時
代
へ
。「
で
も

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
は
、
サ
ー
フ
ァ
ー
一
人
ひ
と
り

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
。
マ
シ
ン
に
は
で
き

な
い
世
界
で
一
本
だ
け
の
ボ
ー
ド
」

　あ
く
ま
で
も
手
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、
こ
れ

ま
で
二
万
本
以
上
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
世
に
送

り
出
し
て
き
た
。

─

　桐
の
美
と
可
能
性

　─

　二
〇
〇
八
年
の
あ
る
日
。
桐
で
サ
ー
フ
ボ
ー

ド
が
で
き
な
い
か
と
い
う
オ
フ
ァ
ー
が
き
た
。

　最
高
級
の
桐
箪
笥
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る

福
島
県
大
沼
郡
三
島
町
。
過
疎
と
後
継
者
不
足

で
衰
退
し
つ
つ
あ
る
職
人
の
技
を
、
サ
ー
フ
ボ

ー
ド
づ
く
り
で
再
興
さ
せ
た
い
と
い
う
。「
桐
は

軽
く
熱
に
強
く
水
に
も
強
い
。
木
目
も
美
し
く

サ
ー
フ
ボ
ー
ド
に
ぴ
っ
た
り
」。
現
地
に
行
き
桐

と
い
う
素
材
の
可
能
性
を
再
認
識
し
た
。

　だ
が
箪
笥
は
直
線
、
ボ
ー
ド
は
曲
線
。
異
業

種
の
「
山
の
職
人
」
と
「
海
の
職
人
」
が
意
見

を
ぶ
つ
け
合
い
、
暗
中
模
索
の
共
同
作
業
が
つ

づ
い
た
。
完
成
し
た
の
は
三
か
月
後
。
踊
る
よ
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東福寺（東京都渋谷区）

平安時代末期にこの地に建てられたと伝わります。渋谷駅からす

ぐ近くのところに、こんな静寂な寺があるなんて驚きですね。この

 2体のお地蔵さんは、江戸時代の中頃に活躍したこの寺の住職で、

栄範さん、栄傳さんというお名前とのことです。

6JR渋谷駅より徒歩6分

文・写真　吉田さらさ　

寺と神社の旅研究家。日本各地に取材し、石の神

様、仏様の像の写真を撮って「お言葉」を考えるの

がライフワーク。『明日がちょっと幸せになる お

地蔵さまのことば』（ディスカヴァー・トゥエンティ

ワン）、『石仏・石の神を旅する』、『長崎の教会』

（いずれもJTBパブリッシング）など、著書多数

お
寺
や
神
社
の
境
内
の
片
隅
や
道
す
が
ら
に
ひ
っ
そ
り
と
立
つ
、

石
の
神
さ
ま
・
仏
さ
ま
。
時
に
よ
っ
て
は
、
立
派
な
お
堂
の
中
に
祀
ら
れ
た

国
宝
の
仏
像
よ
り
も
力
強
く
、
何
か
を
語
り
か
け
て
く
れ
ま
す
。
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東
京
都
渋
谷
区
　東
福
寺

そ
っ
く
り
地
蔵
は
ラ
イ
バ
ル
同
士

な
ん
で
お
め
え
は
、
お
れ
が
片
足
を
上
げ
る
と
、

同
じ
よ
う
に
上
げ
る
の
か
な
。

お
め
え
こ
そ
、
お
れ
の
髪
型
を
パ
ク
り
や
が
っ
て
。

そ
う
い
う
お
め
え
の
耳
だ
っ
て
、
お
れ
の
耳
と
そ
っ
く
り
じ
ゃ
な
い
か
。

真
似
す
ん
な
よ
。
お
め
え
こ
そ
、
真
似
す
ん
な
。

そ
ん
な
こ
と
を
子
供
の
こ
ろ
か
ら
言
い
合
っ
て
育
っ
た
二
人
は

今
で
は
立
派
な
お
地
蔵
さ
ん
に
な
り
、

同
じ
ポ
ー
ズ
で
、
お
堂
の
前
に
座
っ
て
い
ま
す
。

お
参
り
に
行
っ
て
悩
み
ご
と
を
相
談
し
て
み
る
と
、

ど
ち
ら
の
お
地
蔵
さ
ん
も
「
お
れ
が
先
だ
、
お
れ
が
先
だ
」
と
、

競
い
合
っ
て
あ
な
た
を
助
け
て
く
れ
ま
す
よ
。

─

　海
と
波
を
知
れ

　─

　レ
ジ
ェ
ン
ド
、
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　古
希
を
前
に
、
い
ま
な
お
現
役
の
サ
ー
フ
ァ

ー
に
し
て
、伝
説
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
シ
ェ
イ
パ
ー
。

　海
の
青
に
壁
を
塗
っ
た
工
房
で
シ
ェ
イ
プ
作

業
が
始
ま
っ
た
。
ボ
ー
ド
の
素
材
は
ウ
レ
タ
ン

フ
ォ
ー
ム
。
鉛
筆
で
描
い
た
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、

余
分
な
部
分
を
切
り
落
と
す
。
さ
ら
に
ハ
ン
ド

プ
レ
ー
ナ
ー
（
電
動
か
ん
な
）
で
ウ
レ
タ
ン
を

削
り
、
ボ
ー
ド
の
反
り
や
ラ
ウ
ン
ド
（
丸
み
）

を
出
し
て
い
く
。
動
き
は
流
れ
る
よ
う
に
素
早

い
。「
一
気
に
や
る
。
勢
い
が
大
事
」

　こ
の
作
業
で
ボ
ー
ド
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
決

ま
る
。「
ど
ん
な
形
に
仕
上
げ
る
か
、
海
の
こ
と

波
の
こ
と
を
知
り
つ
く
し
て
い
な
け
れ
ば
で
き

な
い
」。
そ
れ
は
波
乗
り
を
愛
し
、
ボ
ー
ド
づ
く

り
の
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
者
に
し
か
分
か

ら
な
い
感
覚
。
シ
ェ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
サ
ー
フ

ボ
ー
ド
に
命
が
宿
る
の
だ
。

─

　一
冊
の
週
刊
誌

　─

　サ
ー
フ
ィ
ン
と
の
出
合
い
は
十
四
歳
の
夏
。

　東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
た
一
九
六
四

年
。
創
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
男
性
向
け
週
刊
誌

『
平
凡
パ
ン
チ
』
に
ハ
ワ
イ
の
サ
ー
フ
ァ
ー
の
写

真
が
載
っ
た
。「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
を
背
景

に
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
抱
え
た
白
人
男
性
が
立
っ

て
い
た
。
こ
の
ボ
ー
ド
で
波
に
乗
る
ん
だ
、
と
」

　鎌
倉
の
海
で
育
ち
、
波
と
遊
ぶ
毎
日
だ
っ
た

が
、
本
格
的
に
サ
ー
フ
ィ
ン
情
報
を
知
っ
た
の

は
初
め
て
。
一
瞬
で
魅
せ
ら
れ
、
手
探
り
で
サ

ー
フ
ボ
ー
ド
づ
く
り
に
挑
ん
だ
。
写
真
を
参
考

に
大
ま
か
な
サ
イ
ズ
を
決
め
、
木
で
骨
組
み
を

つ
く
っ
た
。
そ
こ
に
ベ
ニ
ヤ
板
を
張
り
つ
け
、

ペ
ン
キ
を
塗
っ
て
仕
上
げ
た
。

　手
づ
く
り
ボ
ー
ド
に
よ
る
波
乗
り
は
、
か
つ

て
な
い
至
福
を
も
た
ら
し
た
。
ハ
ワ
イ
の
光
景

が
目
の
前
を
よ
ぎ
っ
た
。
だ
が
、
二
十
分
も
す

る
と
中
に
海
水
が
溜
ま
っ
て
く
る
。「
水
抜
き
用

に
湯
タ
ン
ポ
の
栓
を
ボ
ー
ド
に
く
っ
つ
け
た
」。

少
年
な
が
ら
も
渾
身
の
ア
イ
デ
ア
。「
い
い
波
に

乗
り
、
い
い
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
に
は
、
い
い

ボ
ー
ド
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば…

」

　サ
ー
フ
ボ
ー
ド
シ
ェ
イ
パ
ー
へ
の
道
は
、
こ

の
と
き
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
だ
っ
た
。

─

　世
界
で
一
本
だ
け

　─

　サ
ー
フ
ィ
ン
に
恋
し
た
中
学
生
の
少
年
は
、

や
が
て
大
学
生
と
な
る
。

　学
校
へ
は
通
っ
た
が
、
サ
ー
フ
ィ
ン
へ
の
想

い
が
高
じ
て
、
わ
ず
か
三
か
月
で
中
退
。
ア
ル

バ
イ
ト
し
て
い
た
神
田
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
メ
ー

カ
ー
に
就
職
す
る
も
の
の
「
波
の
い
い
日
に
乗

れ
な
い
な
ん
て
、
会
社
に
行
く
時
間
が
も
っ
た

い
な
い
」。
独
立
を
決
意
し
、サ
ー
フ
ァ
ー
仲
間

と
地
元
鎌
倉
で
会
社
を
起
ち
上
げ
た
。
だ
が
一

年
後
、
火
の
不
始
末
で
工
場
が
爆
発
・
炎
上
す

る
災
難
に
。
仲
間
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
が
、

う
に
波
乗
り
し
た
い
と
桐
箪
笥
と
ダ
ン
ス
に
掛

け「K
IR

I D
A

N
C

E

」
と
命
名
。
で
き
た
ば
か

り
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
で
鎌
倉
・
七
里
ヶ
浜
の
海

に
出
た
。

　軽
や
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
ボ
ー
ド
が
回
る
。「
波

の
力
に
桐
が
し
な
や
か
に
反
応
し
て
く
れ
る
。

乗
り
心
地
が
ま
っ
た
く
違
う
」。
そ
れ
に
驚
き
感

動
し
た
。
十
四
歳
の
と
き
に
初
め
て
つ
く
っ
た

木
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
。
想
い
は
、
そ
の
原
点
に

戻
っ
た
。

「
こ
れ
も
運
命
だ
な
」

　桐
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
は
、華
麗
に
波
に
舞
っ
た
。

再
起
を
か
け
て
友
人
と
新
会
社
を
設
立
。
以
来
、

長
年
に
わ
た
り
ヘ
ッ
ド
・
シ
ェ
イ
パ
ー
と
し
て

数
多
く
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
サ
ー
フ
ァ
ー
を
育
て

あ
げ
た
。

　そ
の
間
、
ボ
ー
ド
の
素
材
は
木
材
か
ら
ウ
レ

タ
ン
、
発
泡
フ
ォ
ー
ム
へ
と
進
化
や
変
化
を
遂

げ
る
。
ボ
ー
ド
づ
く
り
も
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
か
ら

マ
シ
ン
メ
イ
ド
の
大
量
生
産
の
時
代
へ
。「
で
も

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
は
、
サ
ー
フ
ァ
ー
一
人
ひ
と
り

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
。
マ
シ
ン
に
は
で
き

な
い
世
界
で
一
本
だ
け
の
ボ
ー
ド
」

　あ
く
ま
で
も
手
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、
こ
れ

ま
で
二
万
本
以
上
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
世
に
送

り
出
し
て
き
た
。

─

　桐
の
美
と
可
能
性

　─

　二
〇
〇
八
年
の
あ
る
日
。
桐
で
サ
ー
フ
ボ
ー

ド
が
で
き
な
い
か
と
い
う
オ
フ
ァ
ー
が
き
た
。

　最
高
級
の
桐
箪
笥
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る

福
島
県
大
沼
郡
三
島
町
。
過
疎
と
後
継
者
不
足

で
衰
退
し
つ
つ
あ
る
職
人
の
技
を
、
サ
ー
フ
ボ

ー
ド
づ
く
り
で
再
興
さ
せ
た
い
と
い
う
。「
桐
は

軽
く
熱
に
強
く
水
に
も
強
い
。
木
目
も
美
し
く

サ
ー
フ
ボ
ー
ド
に
ぴ
っ
た
り
」。
現
地
に
行
き
桐

と
い
う
素
材
の
可
能
性
を
再
認
識
し
た
。

　だ
が
箪
笥
は
直
線
、
ボ
ー
ド
は
曲
線
。
異
業

種
の
「
山
の
職
人
」
と
「
海
の
職
人
」
が
意
見

を
ぶ
つ
け
合
い
、
暗
中
模
索
の
共
同
作
業
が
つ

づ
い
た
。
完
成
し
た
の
は
三
か
月
後
。
踊
る
よ
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東福寺（東京都渋谷区）

平安時代末期にこの地に建てられたと伝わります。渋谷駅からす

ぐ近くのところに、こんな静寂な寺があるなんて驚きですね。この

 2体のお地蔵さんは、江戸時代の中頃に活躍したこの寺の住職で、

栄範さん、栄傳さんというお名前とのことです。

6JR渋谷駅より徒歩6分

文・写真　吉田さらさ　

寺と神社の旅研究家。日本各地に取材し、石の神

様、仏様の像の写真を撮って「お言葉」を考えるの

がライフワーク。『明日がちょっと幸せになる お

地蔵さまのことば』（ディスカヴァー・トゥエンティ

ワン）、『石仏・石の神を旅する』、『長崎の教会』

（いずれもJTBパブリッシング）など、著書多数

お
寺
や
神
社
の
境
内
の
片
隅
や
道
す
が
ら
に
ひ
っ
そ
り
と
立
つ
、

石
の
神
さ
ま
・
仏
さ
ま
。
時
に
よ
っ
て
は
、
立
派
な
お
堂
の
中
に
祀
ら
れ
た

国
宝
の
仏
像
よ
り
も
力
強
く
、
何
か
を
語
り
か
け
て
く
れ
ま
す
。
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東
京
都
渋
谷
区
　東
福
寺

そ
っ
く
り
地
蔵
は
ラ
イ
バ
ル
同
士

な
ん
で
お
め
え
は
、
お
れ
が
片
足
を
上
げ
る
と
、

同
じ
よ
う
に
上
げ
る
の
か
な
。

お
め
え
こ
そ
、
お
れ
の
髪
型
を
パ
ク
り
や
が
っ
て
。

そ
う
い
う
お
め
え
の
耳
だ
っ
て
、
お
れ
の
耳
と
そ
っ
く
り
じ
ゃ
な
い
か
。

真
似
す
ん
な
よ
。
お
め
え
こ
そ
、
真
似
す
ん
な
。

そ
ん
な
こ
と
を
子
供
の
こ
ろ
か
ら
言
い
合
っ
て
育
っ
た
二
人
は

今
で
は
立
派
な
お
地
蔵
さ
ん
に
な
り
、

同
じ
ポ
ー
ズ
で
、
お
堂
の
前
に
座
っ
て
い
ま
す
。

お
参
り
に
行
っ
て
悩
み
ご
と
を
相
談
し
て
み
る
と
、

ど
ち
ら
の
お
地
蔵
さ
ん
も
「
お
れ
が
先
だ
、
お
れ
が
先
だ
」
と
、

競
い
合
っ
て
あ
な
た
を
助
け
て
く
れ
ま
す
よ
。

─

　海
と
波
を
知
れ

　─

　レ
ジ
ェ
ン
ド
、
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　古
希
を
前
に
、
い
ま
な
お
現
役
の
サ
ー
フ
ァ

ー
に
し
て
、伝
説
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
シ
ェ
イ
パ
ー
。

　海
の
青
に
壁
を
塗
っ
た
工
房
で
シ
ェ
イ
プ
作

業
が
始
ま
っ
た
。
ボ
ー
ド
の
素
材
は
ウ
レ
タ
ン

フ
ォ
ー
ム
。
鉛
筆
で
描
い
た
ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
、

余
分
な
部
分
を
切
り
落
と
す
。
さ
ら
に
ハ
ン
ド

プ
レ
ー
ナ
ー
（
電
動
か
ん
な
）
で
ウ
レ
タ
ン
を

削
り
、
ボ
ー
ド
の
反
り
や
ラ
ウ
ン
ド
（
丸
み
）

を
出
し
て
い
く
。
動
き
は
流
れ
る
よ
う
に
素
早

い
。「
一
気
に
や
る
。
勢
い
が
大
事
」

　こ
の
作
業
で
ボ
ー
ド
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
決

ま
る
。「
ど
ん
な
形
に
仕
上
げ
る
か
、
海
の
こ
と

波
の
こ
と
を
知
り
つ
く
し
て
い
な
け
れ
ば
で
き

な
い
」。
そ
れ
は
波
乗
り
を
愛
し
、
ボ
ー
ド
づ
く

り
の
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
者
に
し
か
分
か

ら
な
い
感
覚
。
シ
ェ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
サ
ー
フ

ボ
ー
ド
に
命
が
宿
る
の
だ
。

─

　一
冊
の
週
刊
誌

　─

　サ
ー
フ
ィ
ン
と
の
出
合
い
は
十
四
歳
の
夏
。

　東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
か
れ
た
一
九
六
四

年
。
創
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
男
性
向
け
週
刊
誌

『
平
凡
パ
ン
チ
』
に
ハ
ワ
イ
の
サ
ー
フ
ァ
ー
の
写

真
が
載
っ
た
。「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ヘ
ッ
ド
を
背
景

に
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
抱
え
た
白
人
男
性
が
立
っ

て
い
た
。
こ
の
ボ
ー
ド
で
波
に
乗
る
ん
だ
、
と
」

　鎌
倉
の
海
で
育
ち
、
波
と
遊
ぶ
毎
日
だ
っ
た

が
、
本
格
的
に
サ
ー
フ
ィ
ン
情
報
を
知
っ
た
の

は
初
め
て
。
一
瞬
で
魅
せ
ら
れ
、
手
探
り
で
サ

ー
フ
ボ
ー
ド
づ
く
り
に
挑
ん
だ
。
写
真
を
参
考

に
大
ま
か
な
サ
イ
ズ
を
決
め
、
木
で
骨
組
み
を

つ
く
っ
た
。
そ
こ
に
ベ
ニ
ヤ
板
を
張
り
つ
け
、

ペ
ン
キ
を
塗
っ
て
仕
上
げ
た
。

　手
づ
く
り
ボ
ー
ド
に
よ
る
波
乗
り
は
、
か
つ

て
な
い
至
福
を
も
た
ら
し
た
。
ハ
ワ
イ
の
光
景

が
目
の
前
を
よ
ぎ
っ
た
。
だ
が
、
二
十
分
も
す

る
と
中
に
海
水
が
溜
ま
っ
て
く
る
。「
水
抜
き
用

に
湯
タ
ン
ポ
の
栓
を
ボ
ー
ド
に
く
っ
つ
け
た
」。

少
年
な
が
ら
も
渾
身
の
ア
イ
デ
ア
。「
い
い
波
に

乗
り
、
い
い
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
に
は
、
い
い

ボ
ー
ド
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば…

」

　サ
ー
フ
ボ
ー
ド
シ
ェ
イ
パ
ー
へ
の
道
は
、
こ

の
と
き
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
だ
っ
た
。

─

　世
界
で
一
本
だ
け

　─

　サ
ー
フ
ィ
ン
に
恋
し
た
中
学
生
の
少
年
は
、

や
が
て
大
学
生
と
な
る
。

　学
校
へ
は
通
っ
た
が
、
サ
ー
フ
ィ
ン
へ
の
想

い
が
高
じ
て
、
わ
ず
か
三
か
月
で
中
退
。
ア
ル

バ
イ
ト
し
て
い
た
神
田
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
メ
ー

カ
ー
に
就
職
す
る
も
の
の
「
波
の
い
い
日
に
乗

れ
な
い
な
ん
て
、
会
社
に
行
く
時
間
が
も
っ
た

い
な
い
」。
独
立
を
決
意
し
、サ
ー
フ
ァ
ー
仲
間

と
地
元
鎌
倉
で
会
社
を
起
ち
上
げ
た
。
だ
が
一

年
後
、
火
の
不
始
末
で
工
場
が
爆
発
・
炎
上
す

る
災
難
に
。
仲
間
は
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
が
、

う
に
波
乗
り
し
た
い
と
桐
箪
笥
と
ダ
ン
ス
に
掛

け「K
IR

I D
A

N
C

E

」
と
命
名
。
で
き
た
ば
か

り
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
で
鎌
倉
・
七
里
ヶ
浜
の
海

に
出
た
。

　軽
や
か
に
ス
ム
ー
ズ
に
ボ
ー
ド
が
回
る
。「
波

の
力
に
桐
が
し
な
や
か
に
反
応
し
て
く
れ
る
。

乗
り
心
地
が
ま
っ
た
く
違
う
」。
そ
れ
に
驚
き
感

動
し
た
。
十
四
歳
の
と
き
に
初
め
て
つ
く
っ
た

木
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
。
想
い
は
、
そ
の
原
点
に

戻
っ
た
。

「
こ
れ
も
運
命
だ
な
」

　桐
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
は
、華
麗
に
波
に
舞
っ
た
。

再
起
を
か
け
て
友
人
と
新
会
社
を
設
立
。
以
来
、

長
年
に
わ
た
り
ヘ
ッ
ド
・
シ
ェ
イ
パ
ー
と
し
て

数
多
く
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
サ
ー
フ
ァ
ー
を
育
て

あ
げ
た
。

　そ
の
間
、
ボ
ー
ド
の
素
材
は
木
材
か
ら
ウ
レ

タ
ン
、
発
泡
フ
ォ
ー
ム
へ
と
進
化
や
変
化
を
遂

げ
る
。
ボ
ー
ド
づ
く
り
も
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
か
ら

マ
シ
ン
メ
イ
ド
の
大
量
生
産
の
時
代
へ
。「
で
も

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
は
、
サ
ー
フ
ァ
ー
一
人
ひ
と
り

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
。
マ
シ
ン
に
は
で
き

な
い
世
界
で
一
本
だ
け
の
ボ
ー
ド
」

　あ
く
ま
で
も
手
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、
こ
れ

ま
で
二
万
本
以
上
の
サ
ー
フ
ボ
ー
ド
を
世
に
送

り
出
し
て
き
た
。

─

　桐
の
美
と
可
能
性

　─

　二
〇
〇
八
年
の
あ
る
日
。
桐
で
サ
ー
フ
ボ
ー

ド
が
で
き
な
い
か
と
い
う
オ
フ
ァ
ー
が
き
た
。

　最
高
級
の
桐
箪
笥
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る

福
島
県
大
沼
郡
三
島
町
。
過
疎
と
後
継
者
不
足

で
衰
退
し
つ
つ
あ
る
職
人
の
技
を
、
サ
ー
フ
ボ

ー
ド
づ
く
り
で
再
興
さ
せ
た
い
と
い
う
。「
桐
は

軽
く
熱
に
強
く
水
に
も
強
い
。
木
目
も
美
し
く

サ
ー
フ
ボ
ー
ド
に
ぴ
っ
た
り
」。
現
地
に
行
き
桐

と
い
う
素
材
の
可
能
性
を
再
認
識
し
た
。

　だ
が
箪
笥
は
直
線
、
ボ
ー
ド
は
曲
線
。
異
業

種
の
「
山
の
職
人
」
と
「
海
の
職
人
」
が
意
見

を
ぶ
つ
け
合
い
、
暗
中
模
索
の
共
同
作
業
が
つ

づ
い
た
。
完
成
し
た
の
は
三
か
月
後
。
踊
る
よ
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塩浦 信太郎
信太工房主宰／カラク
リ作家。博物館や科学
館へのカラクリの貸し
出し、ホテルなどから
のオーダーによる作品
制作、ほかにデパート
各店での展示販売など
を行っている

宇宙の塵
HOUSE

素材を知る

『Hoshi』という物質

素材を知ることは次の進化への道しるべに
なるのかもしれません。
「素材を知る」の最終回は、『Hoshi』と名付け
られた地球外の鉱物の話です。この鉱物は、
国際宇宙ステーションのMPAC & SEED（微
小粒子捕獲実験装置及び材料曝露実験装置）
により宇宙で回収された微小の粒子を分析し
た結果として2012年に発表されました。この
鉱物はニッケルに富んだ硫化鉄、その他カン
ラン石や輝石などの成分が含まれています
が、地球上にはあり得ない鉱物の特徴がある
といわれています。

この地球がまだ原始の灼熱の時代に、多くの
隕石が宇宙から地上に落下し、その中に存在
していた物質（アミノ酸やタンパク質を含む）
が、酸性の水に覆われていた地球上で強烈な
雷の放電などにより生命誕生のきっかけにな
ったとも考えられているのです。このように、
彗星の塵のような素材や大気圏で燃え尽き
る前の物質を調べることは、宇宙を知ること
にも大きな役割を果たすのです。
天体物理学者のカール・セーガンが生前に
「宇宙はすべて兄弟なのだ」という言葉を残
しましたが、その意味は「ビッグバンから始
まった今の宇宙は、遥か彼方の星から地球上
に存在する生命体まで、すべて同じ宇宙の物
質でできている」ということに他ならず、素
材を知ることは、地球を知り、宇宙との繋が
りを知ることへのきっかけになるのかもしれ
ません。

H
O
U
S
E
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クリタタカシ│野菜農家「キレド」代表。サラリーマン時代に出会った「梨の
ような大根」に感銘を受け、農業の道に。現在は千葉県四街道市にて、年間
150種類以上の野菜を栽培している。「野菜の一生をみる」「レストランでしか
食べられないような野菜を、食卓にも」を基本理念として活動中。同県千葉市
には、とれたて野菜を味わうことのできる「キレドベジタブルアトリエ」も。

キレドベジタブルアトリエ
千葉県千葉市若葉区小倉台 5 -13- 4-1F　
www.kiredo.com

ス
マ
ー
ト
な
の
は
、

見
た
目
だ
け
で
は
　

あ
り
ま
せ
ん
。

ひ
も
な
す
。

ひ
ょ
ろ
り
と
長
い
ひ
も
な
す
は

中
国
北
部
原
産
の
茄
子
。

他
品
種
に
比
べ
、

水
分
が
少
な
く
、
油
や
風
味
を

よ
く
吸
っ
て
く
れ
、

柔
ら
か
い
け
れ
ど
煮
崩
れ
し
に
く
い
。

マ
ー
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
の
炒
め
物
に

ぴ
っ
た
り
な
野
菜
で
す
。

キ
レ
ド
お
す
す
め
の
食
べ
方
は
、

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
に
ガ
ー
リ
ッ
ク
、

ト
マ
ト
と
炒
め
て
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
に
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
薄
く
切
り
す
ぎ
な
い
こ
と
。

ひ
も
な
す
が
油
を
吸
い
き
っ
た
頃
、

少
し
水
を
足
す
と
良
い
で
す
よ
。

仕
上
げ
に
ハ
ー
ブ
を
い
れ
る
と
一
層
美
味
。

料
理
の
幅
も
広
げ
て
く
れ
る
、

使
い
や
す
く
、
お
い
し
い
野
菜
。

ひ
も
な
す
で
す
。

ベジタブルアトリエ

photo by 吉田周平　文 島仲こすも

金
物
川
柳

ア
ト
ム
的

思
わ
ず〝
あ
る
あ
る
!
〞

ま
わ
し
す
ぎ
　
　
　
　

　
　調
整
で
き
ず
　
　
　

　
　
　
　あ
き
ら
め
る

こ
な
お

　長
野
県
・
女
性

吊
車
　
　
　
　

　
　入
れ
る
の
忘
れ
　
　

　
　
　
　レ
ー
ル
付
け

か
ず
か
ず

　山
口
県
・
男
性納

ま
り
図
　
　
　
　

　
　確
認
不
足
で
　
　

　
　
　
　納
ま
ら
ず

龍

　東
京
都
・
男
性

完
成
後
　
　
　
　

　
　追
加
お
願
い
　
　

　
　
　
　早
く
言
え

y
・
k

　熊
本
県
・
男
性

こ
れ
最
後
　
　
　
　

　
　あ
て
に
な
ら
な
い
　
　

　
　
　
　最
終
案

新
潟
県
・
男
性

休
憩
室
　
　
　
　

　
　建
築
現
場
も
　
　

　
　
　
　女
子
優
遇
　

建
築
現
場
に
も
女
性
の
方
が
多
く
な
り
、

と
て
も
心
強
い
で
す
。

40
年
前
と
は
大
違
い
!!

大
阪
府
・
女
性

埼
玉
県
・
女
性

あ
じ
あ
る
ね
︒
　い
い
言
葉
だ
な
　D
・
I
・
Y

静
岡
県
・
女
性

工
具
・
金
物
　男
性
目
線
　

　た
ま
に
は
女
子
も
使
い
ま
す
!

も
ぎ
な
す

　東
京
都
・
男
性

あ
と
1
ミ
リ
　そ
の
こ
だ
わ
り
が
　質
高
め

酔
っ
ぱ
ら
い

　静
岡
県
・
男
性

真
夜
中
の
　ソ
フ
ト
ク
ロ
ー
ズ
　大
助
か
り

東
京
都
・
男
性

鍵
こ
わ
れ
　扉
あ
け
る
と
　仁
王
さ
ま

北
海
道
・
女
性

す
り
へ
り
し
　私
と
と
も
に
　ネ
ジ
山
も

怪
獣
グ
ー
ス
カ

　茨
城
県
・
女
性

D
・
I
・
Y
　職
人
ワ
ザ
に
　脱
帽
し

昇
降
龍

　静
岡
県
・
男
性

真
鍮
錆
　﹁
汚
れ
た
﹂と
見
る
　無
粋
流長

野
県
・
男
性

取
手
取
付
　取
手
を
と
っ
て
　取
っ
手
取
付

東
京
都
・
男
性

新
商
品
　見
つ
け
て
妄
想
　と
ど
ま
ら
ず

み
と
ん

　千
葉
県
・
女
性

か
ん
な
く
ず
　も
ら
っ
て
よ
ろ
こ
ぶ
　子
供
時
代

旧
・
若
者

　熊
本
県
・
男
性

か
し
て
み
ろ
!!
　手
本
見
せ
た
ら
　四
十
肩
︙

え
も
し

　東
京
都
・
女
性

現
場
へ
と
　行
く
と
必
ず
　白
く
な
る

東
京
都
・
男
性

現
場
で
は
　ア
サ
ガ
オ
花
は
　四
六
時
中

ア
ト
ム
ニ
ュ
ー
ズ
読
者
の
皆
さ
ま
よ
り
、「
金
物
川
柳
」
を

大
募
集
! 

金
物
や
施
工
、
調
整
に
関
す
る
「
あ
る
あ
る
」
や
、

建
築
現
場
、
工
場
、
工
房
で
の
「
日
常
」
を
切
り
取
っ
た
川

柳
を
多
数
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。
僭
越
な
が
ら
、
編
集

室
に
て
優
秀
作
品
を
選
出
。
つ
い
笑
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
も

の
、
深
く
う
な
ず
い
て
し
ま
う
も
の
、
う
ま
い
! 

と
ひ
ざ

を
打
つ
も
の
…
。
皆
さ
ま
は
ど
の
作
品
が
お
好
き
で
す
か
?
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茄
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菜
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、
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。
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。
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れ
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。
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れ
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菜
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憩
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築
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築
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︒
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岡
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岡
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付
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葉
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︙
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を
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調
整
に
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や
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築
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。
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本館1階「麒麟」。緑豊かな庭園に臨む座敷の周りは畳廊下で
囲まれ、段差をなくした設計になっている

本館 2階「大鳳」。紫の壁は旅館となってから塗り替え
られたもの。太宰治が入水する3か月前に宿泊した

離れ「孔雀」。窓ガラスや障子など建具のほとんどは
建築当時のもの。将棋「竜王戦」の会場にもなった

古
く
か
ら
の
湯
治
場
で
、
か
の
徳
川
家
康
も
保
養
に
訪
れ
た
と
い
う
温
泉
地
・
熱
海
。
鉄

道
が
発
達
し
た
明
治
以
降
、
観
光
や
ハ
ネ
ム
ー
ン
の
景
勝
地
と
し
て
賑
わ
い
、
多
く
の
実

業
家
や
文
化
人
た
ち
が
保
養
の
た
め
の
別
荘
を
構
え
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
熱
海
の
「
三
大

別
荘
」
に
数
え
ら
れ
る
「
起
雲
閣
」
で
あ
る
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
竣
工
以
来
、
代

替
わ
り
や
増
築
、
改
装
な
ど
の
歴
史
を
経
て
一
般
公
開
さ
れ
、
今
年
で
足
掛
け
百
年
。
二

〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
に
、
熱
海
市
指
定
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
。

静
岡
県
熱
海
市
・
起
雲
閣

取
材
・
文

　倉
田
ひ
さ
し

　撮
影

　大
垣
善
昭

敷
地
を
三
千
坪
に
広
げ
二
つ
の
洋
館
と
茶
室
を

増
築
し
、
庭
園
を
整
備
し
た
。

　根
津
の
跡
を
継
い
だ
三
代
目
は
、
金
沢
の
湯

涌
温
泉
で
ホ
テ
ル
を
経
営
し
て
い
た
桜
井
兵ひ

ょ

五う
ご

郎ろ
う

。
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
に
旅
館
と

し
て
開
業
し
た
。
起
雲
閣
の
名
は
、
こ
の
旅
館

時
代
に
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
畳
廊
下

　初
代
の
内
田
が
建
て
た
本
館
一
階「
麒
麟
」は
、

床
の
間
や
付
け
書
院
、
欄
間
な
ど
日
本
の
伝
統

的
な
建
築
美
を
伝
え
る
が
、「
釣
床
」
に
し
て

部
屋
全
体
を
広
く
見
せ
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

い
る
。

　ま
た
高
く
と
ら
れ
た
天
井
や
「
二
段
長
押
」

母
の
静
養
の
た
め
の
別
荘

　か
つ
て
は
二
階
の
座
敷
か
ら
海
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
浜
辺
か
ら
、
網
を
引
く
漁
師
た

ち
の
掛
け
声
も
聞
こ
え
て
き
た
、
と
い
う
。

　起
雲
閣
は
「
海
運
王
」
と
呼
ば
れ
た
実
業
家
・

内
田
信の

ぶ
也や

が
実
母
の
静
養
の
場
所
と
し
て
建
て

た
別
荘
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は
三
つ
の
時
代
に

分
か
れ
る
。

　初
代
当
主
の
内
田
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の

戦
争
景
気
で
財
を
成
し
、
こ
の
地
に
和
風
の
木

造
建
築
で
二
階
建
て
の
本
館
と
平
屋
建
て
の
離

れ
を
建
て
た
。

　つ
づ
く
二
代
目
は
、
東
武
鉄
道
社
長
で
「
鉄

道
王
」
の
異
名
を
持
つ
根
津
嘉
一
郎
。
一
九
二

五
（
大
正
十
四
）
年
に
土
地
・
建
物
を
取
得
し
、

　桜
井
は
「
初
霜
」「
春
風
」「
有
明
」
な
ど
の

客
室
棟
（
現
・
展
示
室
）
を
新
築
。
起
雲
閣
と

し
て
熱
海
を
代
表
す
る
旅
館
に
生
ま
れ
変
わ
ら

せ
た
の
で
あ
る
。

　大
正
ロ
マ
ン
が
香
る
佇
ま
い
に
魅
了
さ
れ
て

数
多
く
の
宿
泊
客
が
訪
れ
、
志
賀
直
哉
、
谷
崎

潤
一
郎
、
太
宰
治
、
三
島
由
紀
夫
な
ど
の
文
豪

に
も
愛
さ
れ
た
。

　中
で
も
太
宰
は
起
雲
閣
別
館
（
昭
和
六
十
三

年
取
り
壊
し
）
に
滞
在
し
て
『
人
間
失
格
』
を

執
筆
。
昭
和
二
十
三
年
三
月
に
愛
人
の
山
崎
富

栄
と
共
に
、
本
館
二
階
「
大
鳳
」
に
二
泊
し
て

い
る
。
こ
の
部
屋
で
ど
ん
な
会
話
が
交
わ
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
。
二
人
が
心
中
し
た
の
は
、
そ
の

三
か
月
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

保
存
運
動
を
経
て
一
般
公
開

　熱
海
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
た
起

雲
閣
だ
が
、
時
代
の
流
れ
に
は
抗
え
な
か
っ
た
。

次
第
に
宿
泊
客
が
減
り
つ
づ
け
、
経
営
が
悪
化
。

一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
に
旅
館
は
廃
業
し

競
売
物
件
に
な
っ
た
。
落
札
者
の
思
惑
に
よ
っ

て
は
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
様
変
わ
り
し
、

建
物
が
壊
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
っ
た
。

　こ
の
と
き
保
存
運
動
に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、

地
元
の
主
婦
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
女
性
た

ち
で
あ
る
。

　起
雲
閣
の
歴
史
や
文
化
的
価
値
を
守
る
た
め

に
「
こ
の
建
物
を
残
さ
な
け
れ
ば
」
と
い
う
思

い
だ
っ
た
。

　彼
女
た
ち
は
署
名
活
動
を
展
開
し
、
あ
っ
と

い
う
間
に
二
万
六
千
人
の
賛
同
を
得
た
。
そ
し

て
二
〇
〇
〇（
平
成
十
二
）年
に
熱
海
市
が
取
得
。

改
修
・
整
備
を
経
て
、
一
般
公
開
が
開
始
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　現
在
、
受
付
や
館
内
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
、
清

掃
や
喫
茶
ス
タ
ッ
フ
は
す
べ
て
女
性
。
保
存
運

動
に
携
わ
っ
た
女
性
た
ち
の
熱
意
と
努
力
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
結
果
が
実

り
、
年
間
入
館
者
数
は
十
万
人
を
超
え
た
。

　初
代
・
内
田
の
理
想
の
女
性
と
い
え
る
母
へ

の
想
い
は
、
熱
海
に
生
き
る
女
性
た
ち
に
、
い

ま
も
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

が
格
調
の
高
さ
を
演
出
。
庭
園
を
見
渡
せ
る
窓

ガ
ラ
ス
は
、
当
時
と
し
て
は
最
新
工
法
を
用
い

て
製
造
さ
れ
た
「
大
正
ガ
ラ
ス
」。
い
ま
で
は
再

現
不
可
能
な
貴
重
な
も
の
で
、
覗
き
こ
む
と
わ

ず
か
に
波
打
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

　こ
の
「
麒
麟
」
を
は
じ
め
二
階
「
大
鳳
」、
離

れ
「
孔
雀
」
の
座
敷
周
り
は
「
入
側
造
り
」
と

呼
ば
れ
、
三
方
が
畳
廊
下
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

座
敷
と
畳
廊
下
は
同
じ
高
さ
に
合
わ
せ
、
現
代

に
先
駆
け
て
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
思
想
を
採

り
入
れ
た
。
車
椅
子
で
生
活
し
て
い
た
母
に
対

す
る
思
い
や
り
が
活
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　内
田
の
母
は
、
貧
し
い
暮
ら
し
の
中
で
様
ざ

ま
な
内
職
を
し
な
が
ら
内
田
の
勉
学
を
助
け
、

苦
労
を
重
ね
て
養
育
に
あ
た
っ
た
。内
田
は「
海

運
王
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に
「
私

を
し
て
今
日
に
至
ら
し
め
た
る
は
、
ま
っ
た
く

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
中
国
風
の
風
情
が
漂
う
。

「
玉
姫
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
ザ
イ
ン
を
基
調
と

し
て
い
る
が
、
日
本
の
神
社
仏
閣
に
見
ら
れ
る

「
折
上
格
天
井
」
と
い
っ
た
建
築
様
式
が
ミ
ッ
ク

ス
さ
れ
て
い
る
。

　併
設
の
サ
ン
ル
ー
ム
は
、
大
き
な
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
天
井
と
色
鮮
や
か
な
泰
山
タ
イ
ル
の

床
が
特
徴
。
全
体
が
ア
ー
ル
デ
コ
風
に
仕
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
隣
室
の
「
玉
渓
」
は
中
世
英
国

の
「
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
」
に
加
え
、
さ
ざ
波
模

様
が
美
し
い
手ち

ょ

斧う
な

削
り
に
よ
る「
名
栗
仕
上
げ
」

が
施
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
荘
風
の
雰
囲
気

を
醸
し
だ
し
て
い
る
。

　こ
う
し
た
和
と
洋
の
競
演
に
、
さ
ら
な
る
テ

イ
ス
ト
を
加
え
た
の
が
、
三
代
目
・
桜
井
で
あ

っ
た
。

母
の
深
き
慈
愛
に
ほ
か
な
ら
ず
」
と
回
想
し
て

い
る
。

「
母
の
心
を
安
ん
じ
、
母
の
意
に
背
か
ず
、
つ

ね
に
母
を
喜
ば
す
を
も
っ
て
孝
子
の
本
分
」
と

肝
に
銘
じ
、
そ
の
安
否
の
み
心
に
か
け
て
い
た

と
い
う
。
建
物
す
べ
て
に
母
へ
の
慈
し
み
が
感

じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

熱
海
を
代
表
す
る
旅
館
に

　二
代
目
・
根
津
の
時
代
に
な
っ
て
敷
地
が
拡

大
さ
れ
、
池
泉
回
遊
式
の
緑
豊
か
な
庭
園
が
造

成
さ
れ
た
。
増
築
さ
れ
た
の
は
「
金
剛
」「
ロ
ー

マ
風
浴
室
」「
玉
姫
」「
玉
渓
」
な
ど
の
洋
館
。

和
か
ら
洋
へ
の
変
化
で
あ
る
。

　暖
炉
の
あ
る
「
金
剛
」
は
各
所
に
草
花
模
様

や
ト
ラ
ン
プ
の
マ
ー
ク
の
螺
鈿
細
工
が
施
さ
れ
、

文豪たちに愛された大正ロマンの館
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本館1階「麒麟」。緑豊かな庭園に臨む座敷の周りは畳廊下で
囲まれ、段差をなくした設計になっている

本館 2階「大鳳」。紫の壁は旅館となってから塗り替え
られたもの。太宰治が入水する3か月前に宿泊した

離れ「孔雀」。窓ガラスや障子など建具のほとんどは
建築当時のもの。将棋「竜王戦」の会場にもなった

古
く
か
ら
の
湯
治
場
で
、
か
の
徳
川
家
康
も
保
養
に
訪
れ
た
と
い
う
温
泉
地
・
熱
海
。
鉄

道
が
発
達
し
た
明
治
以
降
、
観
光
や
ハ
ネ
ム
ー
ン
の
景
勝
地
と
し
て
賑
わ
い
、
多
く
の
実

業
家
や
文
化
人
た
ち
が
保
養
の
た
め
の
別
荘
を
構
え
た
。
そ
の
ひ
と
つ
が
熱
海
の
「
三
大

別
荘
」
に
数
え
ら
れ
る
「
起
雲
閣
」
で
あ
る
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
の
竣
工
以
来
、
代

替
わ
り
や
増
築
、
改
装
な
ど
の
歴
史
を
経
て
一
般
公
開
さ
れ
、
今
年
で
足
掛
け
百
年
。
二

〇
〇
二
（
平
成
十
四
）
年
に
、
熱
海
市
指
定
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た
。

静
岡
県
熱
海
市
・
起
雲
閣

取
材
・
文

　倉
田
ひ
さ
し

　撮
影

　大
垣
善
昭

敷
地
を
三
千
坪
に
広
げ
二
つ
の
洋
館
と
茶
室
を

増
築
し
、
庭
園
を
整
備
し
た
。

　根
津
の
跡
を
継
い
だ
三
代
目
は
、
金
沢
の
湯

涌
温
泉
で
ホ
テ
ル
を
経
営
し
て
い
た
桜
井
兵ひ

ょ

五う
ご

郎ろ
う

。
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
に
旅
館
と

し
て
開
業
し
た
。
起
雲
閣
の
名
は
、
こ
の
旅
館

時
代
に
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
畳
廊
下

　初
代
の
内
田
が
建
て
た
本
館
一
階「
麒
麟
」は
、

床
の
間
や
付
け
書
院
、
欄
間
な
ど
日
本
の
伝
統

的
な
建
築
美
を
伝
え
る
が
、「
釣
床
」
に
し
て

部
屋
全
体
を
広
く
見
せ
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

い
る
。

　ま
た
高
く
と
ら
れ
た
天
井
や
「
二
段
長
押
」

母
の
静
養
の
た
め
の
別
荘

　か
つ
て
は
二
階
の
座
敷
か
ら
海
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
浜
辺
か
ら
、
網
を
引
く
漁
師
た

ち
の
掛
け
声
も
聞
こ
え
て
き
た
、
と
い
う
。

　起
雲
閣
は
「
海
運
王
」
と
呼
ば
れ
た
実
業
家
・

内
田
信の

ぶ
也や

が
実
母
の
静
養
の
場
所
と
し
て
建
て

た
別
荘
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は
三
つ
の
時
代
に

分
か
れ
る
。

　初
代
当
主
の
内
田
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の

戦
争
景
気
で
財
を
成
し
、
こ
の
地
に
和
風
の
木

造
建
築
で
二
階
建
て
の
本
館
と
平
屋
建
て
の
離

れ
を
建
て
た
。

　つ
づ
く
二
代
目
は
、
東
武
鉄
道
社
長
で
「
鉄

道
王
」
の
異
名
を
持
つ
根
津
嘉
一
郎
。
一
九
二

五
（
大
正
十
四
）
年
に
土
地
・
建
物
を
取
得
し
、

　桜
井
は
「
初
霜
」「
春
風
」「
有
明
」
な
ど
の

客
室
棟
（
現
・
展
示
室
）
を
新
築
。
起
雲
閣
と

し
て
熱
海
を
代
表
す
る
旅
館
に
生
ま
れ
変
わ
ら

せ
た
の
で
あ
る
。

　大
正
ロ
マ
ン
が
香
る
佇
ま
い
に
魅
了
さ
れ
て

数
多
く
の
宿
泊
客
が
訪
れ
、
志
賀
直
哉
、
谷
崎

潤
一
郎
、
太
宰
治
、
三
島
由
紀
夫
な
ど
の
文
豪

に
も
愛
さ
れ
た
。
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で
も
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宰
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雲
閣
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館
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昭
和
六
十
三

年
取
り
壊
し
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に
滞
在
し
て
『
人
間
失
格
』
を

執
筆
。
昭
和
二
十
三
年
三
月
に
愛
人
の
山
崎
富

栄
と
共
に
、
本
館
二
階
「
大
鳳
」
に
二
泊
し
て

い
る
。
こ
の
部
屋
で
ど
ん
な
会
話
が
交
わ
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
。
二
人
が
心
中
し
た
の
は
、
そ
の

三
か
月
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

保
存
運
動
を
経
て
一
般
公
開

　熱
海
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
た
起

雲
閣
だ
が
、
時
代
の
流
れ
に
は
抗
え
な
か
っ
た
。

次
第
に
宿
泊
客
が
減
り
つ
づ
け
、
経
営
が
悪
化
。

一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
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旅
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廃
業
し

競
売
物
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な
っ
た
。
落
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の
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に
よ
っ

て
は
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
様
変
わ
り
し
、

建
物
が
壊
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
っ
た
。

　こ
の
と
き
保
存
運
動
に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、

地
元
の
主
婦
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
女
性
た

ち
で
あ
る
。

　起
雲
閣
の
歴
史
や
文
化
的
価
値
を
守
る
た
め

に
「
こ
の
建
物
を
残
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な
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れ
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」
と
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う
思

い
だ
っ
た
。
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展
開
し
、
あ
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と
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万
六
千
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の
賛
同
を
得
た
。
そ
し

て
二
〇
〇
〇（
平
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十
二
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に
熱
海
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が
取
得
。
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開
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さ
れ
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。
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、
清
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タ
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す
べ
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。
保
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運
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携
わ
っ
た
女
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た
ち
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熱
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と
努
力
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
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が
実

り
、
年
間
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館
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万
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を
超
え
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。
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内
田
の
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へ
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、
熱
海
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生
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る
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た
ち
に
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い

ま
も
確
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け
継
が
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て
い
る
の
で
あ
る
。

が
格
調
の
高
さ
を
演
出
。
庭
園
を
見
渡
せ
る
窓

ガ
ラ
ス
は
、
当
時
と
し
て
は
最
新
工
法
を
用
い

て
製
造
さ
れ
た
「
大
正
ガ
ラ
ス
」。
い
ま
で
は
再

現
不
可
能
な
貴
重
な
も
の
で
、
覗
き
こ
む
と
わ

ず
か
に
波
打
っ
て
い
る
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が
見
え
る
。

　こ
の
「
麒
麟
」
を
は
じ
め
二
階
「
大
鳳
」、
離
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「
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雀
」
の
座
敷
周
り
は
「
入
側
造
り
」
と

呼
ば
れ
、
三
方
が
畳
廊
下
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

座
敷
と
畳
廊
下
は
同
じ
高
さ
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合
わ
せ
、
現
代

に
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駆
け
て
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
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を
採

り
入
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た
。
車
椅
子
で
生
活
し
て
い
た
母
に
対

す
る
思
い
や
り
が
活
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　内
田
の
母
は
、
貧
し
い
暮
ら
し
の
中
で
様
ざ

ま
な
内
職
を
し
な
が
ら
内
田
の
勉
学
を
助
け
、

苦
労
を
重
ね
て
養
育
に
あ
た
っ
た
。内
田
は「
海

運
王
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に
「
私

を
し
て
今
日
に
至
ら
し
め
た
る
は
、
ま
っ
た
く

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
中
国
風
の
風
情
が
漂
う
。

「
玉
姫
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は
ヨ
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ロ
ッ
パ
の
デ
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と

し
て
い
る
が
、
日
本
の
神
社
仏
閣
に
見
ら
れ
る

「
折
上
格
天
井
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ッ
ク
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い
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。

　併
設
の
サ
ン
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ス
テ
ン
ド
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ス
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天
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泰
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イ
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全
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が
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デ
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に
仕
上
げ

ら
れ
て
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る
。
隣
室
の
「
玉
渓
」
は
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世
英
国

の
「
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
」
に
加
え
、
さ
ざ
波
模

様
が
美
し
い
手ち

ょ

斧う
な

削
り
に
よ
る「
名
栗
仕
上
げ
」

が
施
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
荘
風
の
雰
囲
気

を
醸
し
だ
し
て
い
る
。

　こ
う
し
た
和
と
洋
の
競
演
に
、
さ
ら
な
る
テ

イ
ス
ト
を
加
え
た
の
が
、
三
代
目
・
桜
井
で
あ

っ
た
。

母
の
深
き
慈
愛
に
ほ
か
な
ら
ず
」
と
回
想
し
て

い
る
。

「
母
の
心
を
安
ん
じ
、
母
の
意
に
背
か
ず
、
つ

ね
に
母
を
喜
ば
す
を
も
っ
て
孝
子
の
本
分
」
と

肝
に
銘
じ
、
そ
の
安
否
の
み
心
に
か
け
て
い
た

と
い
う
。
建
物
す
べ
て
に
母
へ
の
慈
し
み
が
感

じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

熱
海
を
代
表
す
る
旅
館
に

　二
代
目
・
根
津
の
時
代
に
な
っ
て
敷
地
が
拡

大
さ
れ
、
池
泉
回
遊
式
の
緑
豊
か
な
庭
園
が
造

成
さ
れ
た
。
増
築
さ
れ
た
の
は
「
金
剛
」「
ロ
ー

マ
風
浴
室
」「
玉
姫
」「
玉
渓
」
な
ど
の
洋
館
。

和
か
ら
洋
へ
の
変
化
で
あ
る
。

　暖
炉
の
あ
る
「
金
剛
」
は
各
所
に
草
花
模
様

や
ト
ラ
ン
プ
の
マ
ー
ク
の
螺
鈿
細
工
が
施
さ
れ
、
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「玉姫」に併設されたサンルーム。陽光をたっぷり取り入れるために天井も屋根もガラスで葺かれ、
鉄骨で支えている。天井と高窓の間には、唐草模様が刻まれた石膏の装飾がある

洋館「玉渓」。暖炉の脇の太い円柱は古い寺か
神社の柱とも、江戸時代の帆船の帆柱ともいわれている

洋館「玉姫」。ヨーロッパ風を基本としているが、
中国風の彫刻やシルクロード風の唐草模様のデザインも

洋館「金剛」。洋館としては珍しい螺鈿細工が見られ、
柱には面取りや名栗仕上げの加工が施されている

「薬医門」と呼ばれる表門。鎌倉から室町初期の武家や公家の
屋敷に見られた門で、本来は医師の家の門であった

洋館「金剛」に併設された浴室。ステンドグラスの窓やテラコッタ製の湯口などは
建築当時のもの。浴槽の周囲には滑り止めの効果を考えて木製タイルが敷かれている

アトム の 視 点

お部屋を見て歩いているときに、可愛らしいトランプ柄（スペード、
ハート、ダイヤ、クラブ）の螺鈿細工を発見しました。洋館「金剛」
に設えられた暖炉の上方。よく見ると三つ葉（クラブ）の他に幸運
のシンボルといわれる四つ葉もあって、全部で五種類の柄がワン
セットになって繰り返されています。

起雲閣の各部屋には細かな装
飾が施された建具金物（丁番・
ドアノブ・引手）があります。
 NHKの連続テレビ小説『花子
とアン』で九州の炭鉱王の屋
敷としてロケに使われた「玉
渓」のドアノブは、建築当時の
オリジナル。米国「エール・ロ
ック製造会社」製で、同じ会社
のドアノブが国会議事堂にも
使われているそうです。

I N F O R M A T I O N

敷
地
を
三
千
坪
に
広
げ
二
つ
の
洋
館
と
茶
室
を

増
築
し
、
庭
園
を
整
備
し
た
。

　根
津
の
跡
を
継
い
だ
三
代
目
は
、
金
沢
の
湯

涌
温
泉
で
ホ
テ
ル
を
経
営
し
て
い
た
桜
井
兵ひ

ょ

五う
ご

郎ろ
う

。
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
に
旅
館
と

し
て
開
業
し
た
。
起
雲
閣
の
名
は
、
こ
の
旅
館

時
代
に
命
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
畳
廊
下

　初
代
の
内
田
が
建
て
た
本
館
一
階「
麒
麟
」は
、

床
の
間
や
付
け
書
院
、
欄
間
な
ど
日
本
の
伝
統

的
な
建
築
美
を
伝
え
る
が
、「
釣
床
」
に
し
て

部
屋
全
体
を
広
く
見
せ
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て

い
る
。

　ま
た
高
く
と
ら
れ
た
天
井
や
「
二
段
長
押
」

母
の
静
養
の
た
め
の
別
荘

　か
つ
て
は
二
階
の
座
敷
か
ら
海
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
た
。
浜
辺
か
ら
、
網
を
引
く
漁
師
た

ち
の
掛
け
声
も
聞
こ
え
て
き
た
、
と
い
う
。

　起
雲
閣
は
「
海
運
王
」
と
呼
ば
れ
た
実
業
家
・

内
田
信の

ぶ
也や

が
実
母
の
静
養
の
場
所
と
し
て
建
て

た
別
荘
で
あ
る
。
そ
の
歴
史
は
三
つ
の
時
代
に

分
か
れ
る
。

　初
代
当
主
の
内
田
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の

戦
争
景
気
で
財
を
成
し
、
こ
の
地
に
和
風
の
木

造
建
築
で
二
階
建
て
の
本
館
と
平
屋
建
て
の
離

れ
を
建
て
た
。

　つ
づ
く
二
代
目
は
、
東
武
鉄
道
社
長
で
「
鉄

道
王
」
の
異
名
を
持
つ
根
津
嘉
一
郎
。
一
九
二

五
（
大
正
十
四
）
年
に
土
地
・
建
物
を
取
得
し
、

　桜
井
は
「
初
霜
」「
春
風
」「
有
明
」
な
ど
の

客
室
棟
（
現
・
展
示
室
）
を
新
築
。
起
雲
閣
と

し
て
熱
海
を
代
表
す
る
旅
館
に
生
ま
れ
変
わ
ら

せ
た
の
で
あ
る
。

　大
正
ロ
マ
ン
が
香
る
佇
ま
い
に
魅
了
さ
れ
て

数
多
く
の
宿
泊
客
が
訪
れ
、
志
賀
直
哉
、
谷
崎

潤
一
郎
、
太
宰
治
、
三
島
由
紀
夫
な
ど
の
文
豪

に
も
愛
さ
れ
た
。

　中
で
も
太
宰
は
起
雲
閣
別
館
（
昭
和
六
十
三

年
取
り
壊
し
）
に
滞
在
し
て
『
人
間
失
格
』
を

執
筆
。
昭
和
二
十
三
年
三
月
に
愛
人
の
山
崎
富

栄
と
共
に
、
本
館
二
階
「
大
鳳
」
に
二
泊
し
て

い
る
。
こ
の
部
屋
で
ど
ん
な
会
話
が
交
わ
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
。
二
人
が
心
中
し
た
の
は
、
そ
の

三
か
月
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

保
存
運
動
を
経
て
一
般
公
開

　熱
海
観
光
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
と
な
っ
た
起

雲
閣
だ
が
、
時
代
の
流
れ
に
は
抗
え
な
か
っ
た
。

次
第
に
宿
泊
客
が
減
り
つ
づ
け
、
経
営
が
悪
化
。

一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
に
旅
館
は
廃
業
し

競
売
物
件
に
な
っ
た
。
落
札
者
の
思
惑
に
よ
っ

て
は
リ
ゾ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
等
に
様
変
わ
り
し
、

建
物
が
壊
さ
れ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
っ
た
。

　こ
の
と
き
保
存
運
動
に
立
ち
上
が
っ
た
の
は
、

地
元
の
主
婦
メ
ン
バ
ー
を
中
心
と
し
た
女
性
た

ち
で
あ
る
。

　起
雲
閣
の
歴
史
や
文
化
的
価
値
を
守
る
た
め

に
「
こ
の
建
物
を
残
さ
な
け
れ
ば
」
と
い
う
思

い
だ
っ
た
。

　彼
女
た
ち
は
署
名
活
動
を
展
開
し
、
あ
っ
と

い
う
間
に
二
万
六
千
人
の
賛
同
を
得
た
。
そ
し

て
二
〇
〇
〇（
平
成
十
二
）年
に
熱
海
市
が
取
得
。

改
修
・
整
備
を
経
て
、
一
般
公
開
が
開
始
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

　現
在
、
受
付
や
館
内
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
、
清

掃
や
喫
茶
ス
タ
ッ
フ
は
す
べ
て
女
性
。
保
存
運

動
に
携
わ
っ
た
女
性
た
ち
の
熱
意
と
努
力
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
の
結
果
が
実

り
、
年
間
入
館
者
数
は
十
万
人
を
超
え
た
。

　初
代
・
内
田
の
理
想
の
女
性
と
い
え
る
母
へ

の
想
い
は
、
熱
海
に
生
き
る
女
性
た
ち
に
、
い

ま
も
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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が
格
調
の
高
さ
を
演
出
。
庭
園
を
見
渡
せ
る
窓

ガ
ラ
ス
は
、
当
時
と
し
て
は
最
新
工
法
を
用
い

て
製
造
さ
れ
た
「
大
正
ガ
ラ
ス
」。
い
ま
で
は
再

現
不
可
能
な
貴
重
な
も
の
で
、
覗
き
こ
む
と
わ

ず
か
に
波
打
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

　こ
の
「
麒
麟
」
を
は
じ
め
二
階
「
大
鳳
」、
離

れ
「
孔
雀
」
の
座
敷
周
り
は
「
入
側
造
り
」
と

呼
ば
れ
、
三
方
が
畳
廊
下
で
囲
ま
れ
て
い
る
。

座
敷
と
畳
廊
下
は
同
じ
高
さ
に
合
わ
せ
、
現
代

に
先
駆
け
て
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
思
想
を
採

り
入
れ
た
。
車
椅
子
で
生
活
し
て
い
た
母
に
対

す
る
思
い
や
り
が
活
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　内
田
の
母
は
、
貧
し
い
暮
ら
し
の
中
で
様
ざ

ま
な
内
職
を
し
な
が
ら
内
田
の
勉
学
を
助
け
、

苦
労
を
重
ね
て
養
育
に
あ
た
っ
た
。内
田
は「
海

運
王
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に
「
私

を
し
て
今
日
に
至
ら
し
め
た
る
は
、
ま
っ
た
く

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
中
国
風
の
風
情
が
漂
う
。

「
玉
姫
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
ザ
イ
ン
を
基
調
と

し
て
い
る
が
、
日
本
の
神
社
仏
閣
に
見
ら
れ
る

「
折
上
格
天
井
」
と
い
っ
た
建
築
様
式
が
ミ
ッ
ク

ス
さ
れ
て
い
る
。

　併
設
の
サ
ン
ル
ー
ム
は
、
大
き
な
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
天
井
と
色
鮮
や
か
な
泰
山
タ
イ
ル
の

床
が
特
徴
。
全
体
が
ア
ー
ル
デ
コ
風
に
仕
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
隣
室
の
「
玉
渓
」
は
中
世
英
国

の
「
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
」
に
加
え
、
さ
ざ
波
模

様
が
美
し
い
手ち

ょ

斧う
な

削
り
に
よ
る「
名
栗
仕
上
げ
」

が
施
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
荘
風
の
雰
囲
気

を
醸
し
だ
し
て
い
る
。

　こ
う
し
た
和
と
洋
の
競
演
に
、
さ
ら
な
る
テ

イ
ス
ト
を
加
え
た
の
が
、
三
代
目
・
桜
井
で
あ

っ
た
。

母
の
深
き
慈
愛
に
ほ
か
な
ら
ず
」
と
回
想
し
て

い
る
。

「
母
の
心
を
安
ん
じ
、
母
の
意
に
背
か
ず
、
つ

ね
に
母
を
喜
ば
す
を
も
っ
て
孝
子
の
本
分
」
と

肝
に
銘
じ
、
そ
の
安
否
の
み
心
に
か
け
て
い
た

と
い
う
。
建
物
す
べ
て
に
母
へ
の
慈
し
み
が
感

じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

熱
海
を
代
表
す
る
旅
館
に

　二
代
目
・
根
津
の
時
代
に
な
っ
て
敷
地
が
拡

大
さ
れ
、
池
泉
回
遊
式
の
緑
豊
か
な
庭
園
が
造

成
さ
れ
た
。
増
築
さ
れ
た
の
は
「
金
剛
」「
ロ
ー

マ
風
浴
室
」「
玉
姫
」「
玉
渓
」
な
ど
の
洋
館
。

和
か
ら
洋
へ
の
変
化
で
あ
る
。

　暖
炉
の
あ
る
「
金
剛
」
は
各
所
に
草
花
模
様

や
ト
ラ
ン
プ
の
マ
ー
ク
の
螺
鈿
細
工
が
施
さ
れ
、
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「玉姫」に併設されたサンルーム。陽光をたっぷり取り入れるために天井も屋根もガラスで葺かれ、
鉄骨で支えている。天井と高窓の間には、唐草模様が刻まれた石膏の装飾がある

洋館「玉渓」。暖炉の脇の太い円柱は古い寺か
神社の柱とも、江戸時代の帆船の帆柱ともいわれている

洋館「玉姫」。ヨーロッパ風を基本としているが、
中国風の彫刻やシルクロード風の唐草模様のデザインも

洋館「金剛」。洋館としては珍しい螺鈿細工が見られ、
柱には面取りや名栗仕上げの加工が施されている

「薬医門」と呼ばれる表門。鎌倉から室町初期の武家や公家の
屋敷に見られた門で、本来は医師の家の門であった

洋館「金剛」に併設された浴室。ステンドグラスの窓やテラコッタ製の湯口などは
建築当時のもの。浴槽の周囲には滑り止めの効果を考えて木製タイルが敷かれている

アトム の 視 点

お部屋を見て歩いているときに、可愛らしいトランプ柄（スペード、
ハート、ダイヤ、クラブ）の螺鈿細工を発見しました。洋館「金剛」
に設えられた暖炉の上方。よく見ると三つ葉（クラブ）の他に幸運
のシンボルといわれる四つ葉もあって、全部で五種類の柄がワン
セットになって繰り返されています。

起雲閣の各部屋には細かな装
飾が施された建具金物（丁番・
ドアノブ・引手）があります。
 NHKの連続テレビ小説『花子
とアン』で九州の炭鉱王の屋
敷としてロケに使われた「玉
渓」のドアノブは、建築当時の
オリジナル。米国「エール・ロ
ック製造会社」製で、同じ会社
のドアノブが国会議事堂にも
使われているそうです。

I N F O R M A T I O N

敷
地
を
三
千
坪
に
広
げ
二
つ
の
洋
館
と
茶
室
を

増
築
し
、
庭
園
を
整
備
し
た
。
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津
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い
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三
代
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湯
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温
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ホ
テ
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経
営
し
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い
た
桜
井
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郎ろ
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。
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
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旅
館
と

し
て
開
業
し
た
。
起
雲
閣
の
名
は
、
こ
の
旅
館

時
代
に
命
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さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

バ
リ
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フ
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ー
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畳
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下
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館
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、
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付
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、
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ど
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伝
統
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建
築
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伝
え
る
が
、「
釣
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」
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し
て

部
屋
全
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広
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見
せ
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工
夫
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凝
ら
さ
れ
て
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る
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　ま
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高
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ら
れ
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天
井
や
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段
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押
」

母
の
静
養
の
た
め
の
別
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階
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こ
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。
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史
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。
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。
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が
格
調
の
高
さ
を
演
出
。
庭
園
を
見
渡
せ
る
窓

ガ
ラ
ス
は
、
当
時
と
し
て
は
最
新
工
法
を
用
い

て
製
造
さ
れ
た
「
大
正
ガ
ラ
ス
」。
い
ま
で
は
再

現
不
可
能
な
貴
重
な
も
の
で
、
覗
き
こ
む
と
わ

ず
か
に
波
打
っ
て
い
る
の
が
見
え
る
。

　こ
の
「
麒
麟
」
を
は
じ
め
二
階
「
大
鳳
」、
離

れ
「
孔
雀
」
の
座
敷
周
り
は
「
入
側
造
り
」
と

呼
ば
れ
、
三
方
が
畳
廊
下
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
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敷
と
畳
廊
下
は
同
じ
高
さ
に
合
わ
せ
、
現
代

に
先
駆
け
て
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
思
想
を
採

り
入
れ
た
。
車
椅
子
で
生
活
し
て
い
た
母
に
対

す
る
思
い
や
り
が
活
か
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　内
田
の
母
は
、
貧
し
い
暮
ら
し
の
中
で
様
ざ

ま
な
内
職
を
し
な
が
ら
内
田
の
勉
学
を
助
け
、

苦
労
を
重
ね
て
養
育
に
あ
た
っ
た
。内
田
は「
海

運
王
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
後
に
「
私

を
し
て
今
日
に
至
ら
し
め
た
る
は
、
ま
っ
た
く

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
中
国
風
の
風
情
が
漂
う
。

「
玉
姫
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
デ
ザ
イ
ン
を
基
調
と

し
て
い
る
が
、
日
本
の
神
社
仏
閣
に
見
ら
れ
る

「
折
上
格
天
井
」
と
い
っ
た
建
築
様
式
が
ミ
ッ
ク

ス
さ
れ
て
い
る
。

　併
設
の
サ
ン
ル
ー
ム
は
、
大
き
な
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
天
井
と
色
鮮
や
か
な
泰
山
タ
イ
ル
の

床
が
特
徴
。
全
体
が
ア
ー
ル
デ
コ
風
に
仕
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
隣
室
の
「
玉
渓
」
は
中
世
英
国

の
「
チ
ュ
ー
ダ
ー
様
式
」
に
加
え
、
さ
ざ
波
模

様
が
美
し
い
手ち

ょ

斧う
な

削
り
に
よ
る「
名
栗
仕
上
げ
」

が
施
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
荘
風
の
雰
囲
気

を
醸
し
だ
し
て
い
る
。

　こ
う
し
た
和
と
洋
の
競
演
に
、
さ
ら
な
る
テ

イ
ス
ト
を
加
え
た
の
が
、
三
代
目
・
桜
井
で
あ

っ
た
。

母
の
深
き
慈
愛
に
ほ
か
な
ら
ず
」
と
回
想
し
て

い
る
。

「
母
の
心
を
安
ん
じ
、
母
の
意
に
背
か
ず
、
つ

ね
に
母
を
喜
ば
す
を
も
っ
て
孝
子
の
本
分
」
と

肝
に
銘
じ
、
そ
の
安
否
の
み
心
に
か
け
て
い
た

と
い
う
。
建
物
す
べ
て
に
母
へ
の
慈
し
み
が
感

じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

熱
海
を
代
表
す
る
旅
館
に

　二
代
目
・
根
津
の
時
代
に
な
っ
て
敷
地
が
拡

大
さ
れ
、
池
泉
回
遊
式
の
緑
豊
か
な
庭
園
が
造

成
さ
れ
た
。
増
築
さ
れ
た
の
は
「
金
剛
」「
ロ
ー

マ
風
浴
室
」「
玉
姫
」「
玉
渓
」
な
ど
の
洋
館
。

和
か
ら
洋
へ
の
変
化
で
あ
る
。

　暖
炉
の
あ
る
「
金
剛
」
は
各
所
に
草
花
模
様

や
ト
ラ
ン
プ
の
マ
ー
ク
の
螺
鈿
細
工
が
施
さ
れ
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93 
92 

94 

96 

95 

97 
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91 薬医門

92 麒麟・大鳳

93 玉姫

94 玉渓

95 客室棟

96 金剛

97 ローマ風浴室

98 孔雀
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当社の業績概況や事業戦略
にスムーズにアクセス! アト
ムリビンテックの「株主・投
資家情報」サイトをぜひご活
用ください。

www.atomlt .com/ ir

3創業 
1903年（明治36年）
3設立 
1954年（昭和29年）
3代表者 
代表取締役社長　髙橋　良一

3資本金 
3億74万円（平成30年6月期末）
3従業員数 
124名（平成30年6月30日現在）
3本社所在地 
東京都台東区入谷1-27-4

アトムリビンテック株式会社　会社概要

1949年生まれ。1969年入社。
集配センター、研究室、営業管
理部、販売部等を経て、1980年、
代表取締役副社長。1984年、
代表取締役社長。

アトムリビンテック株式会社 

代表取締役社長  髙橋 良一

3年商 
104億8,300万円（平成30年6月期）
3事業内容 
内装金物（住まいの金物）全般の
企画・開発・販売

I N F O R M AT I O N

アトムリビンテック「2018秋の内覧会」のご案内

10/
11（木）12（金）13（土）

10/
18（木）19（金）20（土）

大阪会場 東京会場

アトムCSタワー　
tel. 03（3437）3440 東京都港区新橋4- 31-5
10:00～18:00　＊最終日は17:00まで

アトム住まいの金物ギャラリー大阪　
tel. 06（6821）7281 大阪府吹田市広芝町18-5
10:00～18:00　＊最終日は17:00まで

ご来場ご希望の方は、アトムリビンテックホームページより招待状をプリントアウトしてお持ちください。 www.atomlt.com

アトムリビンテックって、どんな会社? 8

証券コード：3426

アトムリビンテックは、全社をあげて環境保全や汚染の予防を

推進する活動をおこなっています。今回はその取り組みについて、

髙橋良一社長にお伺いしました。

K
ey

wo
rd of

ATOMLIV
IN

T
E
C
H

「アトム
CS

タワ
ー」

とは ?

「アトムCSタワー」とは？ ［後編］

What is ATOM?

Q 1

A  当社では2006年8月に認証取得した「ISO14001

（EMS：環境マネジメントシステム）」に則り、商品設計の

基本段階から、有害物質を排除するといった取り組みを

現在も継続しています。また、省資源・省エネルギー・グ

リーン調達などをはじめ、廃棄物の発生抑制といった活動

を通じて、エコロジーとエコノミーを同化（環境と経済を

両立）させた事業活動を展開しています。

Q 2

A

認証取得した「ISO14001」とは、
どのような規格なのでしょうか?

  ご存じのように、ISO規格とは国際間の取り引きを

スムーズにするために共通の基準を決めるという国際規

格のことです。その中でも2015年9月に最新の規格が発行

された「ISO14001」（当社は2015年版で「ISO9001」と共

に認証取得更新済み）は、環境マネジメントシステムの仕

様を定めた規格で、基本的な構造は「計画（Plan）→実施

（Do）→見直し（Check）→改善（Act）」というプロセスを繰

り返すことによって、環境マネジメントのレベルを継続的

に改善していこうというものです。

Q 3

A

そのなかには、どんな内容が
盛り込まれているのでしょうか?

  環境マネジメントは、経営方針のなかに「環境方針」

を採りいれ、それに基づいた計画を実施するといった企業

活動を指しています。具体的には、特定有害物質の使用制

限に関するEUの法律「改正RoHS指令（通称RoHS 2）」に

則り、有害化学物質による環境や人体への影響を防ぐこと

を目的とした製品づくりをすることや、環境負荷や環境リ

スクを軽減するための行動を継続していくことなどです。

Q 4

A

「地球環境への貢献」が企業としての
基本スタンスになっているのですね?

  「ISO14001」は事業者の経営面での管理手法につい

て定めたものですが、当社では環境保全や汚染の予防を

推進することが最重要課題のひとつであると認識してい

ます。その重要性を再確認するとともに、これからも内装

金物（住まいの金物）全般の設計・開発・製造管理・販売

といった過程を通して、人や社会、自然や地球にやさしく、

環境に十分に配慮した企業をめざしていきます。

 

　2007年1月22日、『亜吐夢金物館』は『アトムCSタワー』

に生まれ変わりました。商品を展示するだけの従来のシ

ョールームにとどまらない、新しい住空間デザインの情

報発信拠点としてリニューアルオープンしたのです。人

や情報が絶えず行き来する、クリエイティブな空間。ビル

全体は「LOHAS」をテーマにしたデザインで、地下1階を

含む9階建ての構造。一部のオフィススペースを除くすべ

てのフロアは、ゲストゾーンとして一般の方々にも開放

しました。

　「CS」は一般的に、Customer Satisfaction（顧客満足）の

意に広く使われていますが、『アトムCSタワー』の「CS」

には「Circle & Square」という意味もこめられています。

「サークル」は情報時代にあって「革新を追求する新事業」

を、「スクエア」は長年にわたって培ってきた「伝統的な

職人の精神と技術の既存事業」を表しています。

　それはビルの外観にも表現され、円と正方形という対

極の形象による有機的な結合は、異質なものが融合する

ことによる新たな展開をイメージし、両者のバランスの

なかにこそ、未来へつながる可能性が秘められているの

ではないか…　『アトムCSタワー』は、そんな思いがカタ

チになったものなのです。

地球環境への取り組みに対して、
どんな対応をされているでしょうか?

JR・東京メトロ銀座線・都営浅草線「新橋駅」より徒歩8分
都営三田線｢御成門駅｣・｢内幸町駅｣より徒歩 8分

至東銀座

至東京

至銀座至浜松町・品川

SL広場

三菱東京
U FJ銀行

阪急交通社

TRUSCO

芝郵便局 ファミリーマート

新橋4丁目
交差点

赤 レ ン ガ 通 り

日 比 谷 通 り

JR新橋駅

アトムCSタワー

烏森口

外
堀
通
り

都営浅草線
新橋駅

新
橋
駅

銀
座
線

三田線
御成門駅

三田線
内幸町駅

新
虎
通
り

烏
森
通
り

至汐留

至虎ノ門

御堂筋線・南北線「江坂駅」南改札より徒歩 8分

アトム住まいの
金物ギャラリー
大阪

関西アーバン銀行

クオレ スーパー
ホテル

江坂東急イン

ラケット
プラザ

ローズ
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　サ
ー
フ
ィ
ン
、
波
乗
り
。

　ほ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
と
比
べ
る
と
マ
イ
ナ
ー
で
は
あ
り
ま

す
が
、
日
本
全
国
の
外
洋
側
で
台
風
、
低
気
圧
、
潮
位
、

地
形
な
ど
、
波
が
上
が
る
条
件
が
揃
え
ば
、
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
で
き
ま
す
。

　世
界
中
に
も
ポ
イ
ン
ト
は
存
在
し
、
海
が
あ
る
と
こ
ろ

な
ら
ば
だ
い
た
い
で
き
ま
す
が
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
だ
と
、

中
国
の
銭せ

ん

塘と
う

江こ
う

と
い
う
川
や
、
潮
位
の
干
満
差
で
波
が
で

き
る
ア
マ
ゾ
ン
川
、
さ
ら
に
は
北
極
圏
で
も
で
き
る
場
所

が
あ
る
よ
う
で
す
。

　私
が
始
め
た
こ
ろ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
な
い
時
代
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あ
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ョ
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す
。
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あ
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ぐ
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。
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な
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あ
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。
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２
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京
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に
選
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ま
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。
時
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波
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ョ
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安
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読者の声
Vol.45

個人情報の取り扱いについて
アンケートや読者プレゼントにご応募いただいた皆さまの個人情報は、読者プレゼントおよび「ATOMNEWS」の発送にのみ使用いたします。ご本人の承諾のない限り、
第三者に提供することはありません。また、ご応募の集計結果は個人を識別できない形で管理の上、「ATOMNEWS」の企画・編集・制作の参考にさせていただきます。

特販事業部　成嶋 英司
特需営業を担当し、既存商品にとらわれない
開発・提案などにも携わる

アトム社員がリレーでお届け
オフタイムの過ごし方

編 集 後 記

夏の暑さを表す言葉は多くありますが、とくに厳しい暑さを表

す言葉に、炎暑、厳暑、猛暑、激暑、酷暑、極暑などがあります。

今年はこの言葉があてはまる、あるいはそれ以上の暑さが続き

ました。また暑さだけでなく台風や大雨など、自然の脅威を感

じる日が。

今号の「アテナの道具箱」「オフタイムの過ごし方」ともに

2020年東京オリンピックの新種目として追加された「サーフ

ィン」について取り上げました。自然相手の競技ですし、今年

の暑さや台風を考えると色々と心配ですが、しっかりと対策を

取って観戦したいものです。 〈T. S.〉

an（アトムニューズ）時代からお世話になっています。建築金
物の視点から時代時代を切り取っていると思います。小冊子的
ですが、内容はひとつの文化です。 〈神奈川県　T・M様　男性〉

話題が多岐にわたり、おもしろい。商品の宣伝でないのがよい。
 〈茨城県　N・H様　女性〉

表紙のペットくぐ～る浮世絵が素敵です。女子社員に江戸時代
からペットくぐ～るはあるんだよと話すと、ウケてましたよ!!
 〈鹿児島県　すいすい様　男性〉

いつも楽しみに拝読しています。このたびは指物でなつかしさ
を感じました。祖父が指物師で、今でも机や物入れ等、くぎなし
でできていて、80年くらい経ちますが何ともありません。本当
に貴重ですね。 〈栃木県　W・A様　男性〉

仕事場は箱のようなもの。そこに美しい道具の写真を見ると、
風を感じます。のみの写真、しばらく眺めました。時の静と動を
感じるのは、道具も建築も似ています。風は嬉しいものです。
 〈東京都　F・Y様　女性〉

中小企業の職人だった父が、仕事着のまま、真っ黒な手も洗わ
ないで社長に連れられて行った店のひとつが「桜なべ中江」で
した。色々話してくれましたが、こんなに歴史のある店だった
んですね。 〈東京都　A・K様　男性〉

家のリフォームで古いタイル張りのステンレス風呂が新しくシ
ステムバスに変わるのですが、日本のお風呂も画一化になって
いくのだなと実感しています。 〈茨城県　B・K様　女性〉

夏の間は子どもたちとも海へ

アトムニューズ公式の
Instagramページを開設します

I N F O R M AT I O N

@atomlivintech

取材・文・イラスト　塩浦信太郎

ス ロ ー ラ イ フ を 実 践 し て い る 人 や 空 間 を レ ポ ー ト

4SYOKU-YABO農園 profi le 眞中やす ［まなか やす］

眞中さんは、1969年藤沢で生まれ、その後三浦の地にやってきました。若い頃から音楽の活動をし、
 40代でフルアルバムをリリースするなどミュージシャンとして活躍。それと同時に国内外の旅を
しながら多くの経験を積んだのち、現在のSYOKU-YABO農園を立ち上げました。日本の「食」の
本質を追求し、その良さを後世に残したいという野望を抱いた運動、それがSYOKU-YABO農園
のコンセプトです。

神奈川県横須賀市芦名 2丁目1700
TEL: 090- 8879-1931（眞中）
H P: http: //syoku-yabo.com /
営業時間 : AM 11：30～PM 3：00（月～木）
　　　　  P M 6：00～PM 9：00（金～日）
＊雨天、イベント開催時休園

SYOKU-YABO農園は、オーナーの眞中やすさんが、日本の伝統的な食を大切にした
いと強く考えたことをきっかけに、山谷を切り開いて作った農園でありレストラン
です。農園で作られたさまざまな農作物を食材としてレストランで使っています。眞
中さんは、とりわけ調味料に興味をもっており種類も豊富。たとえばランチに付くお
味噌汁では、お客さんが、全国各地の味噌を選ぶことができます。そのほかにも、
SYOKU-YABOならではの「農園ウェディング」が人気をよび、たくさんの人がこの
隠れ里に集まっています。
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